
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































三碑三口繩蘓戸 ［２，６３０５，２６０ 2０７．８９０ 3０1０．５２０ 4０1３．１５０ 5０6０1５．７８０1８．４１０ 7０
8０
9０
した。
①Ｕα,β,γ珪藻帯とＢａ花粉帯
Ｂａ亜帯は,Ｂｂ亜帯より，やや寒さが和らい
でいたと推定され,Ｂｂ亜帯より気温が高かった
ために，当時の海水準の相対的位置も高かった
と考えられる。これは，Ｕ帯において，海水棲
種，汽水棲種の出現率が高く，淡水棲種が少な
いことと対応するように思える。
尚，この時代の気候，特に海水準の変化につ
いては，詳細にはわかっていないので，今後の
課題と言えよう。
に，当時の海水準の相対的位置も上昇したと考
えられる。この海水準の上昇は，いわゆる繩文
海進前の海進と思われ，Ｗ帯において，海水棲
種の出現率が高く，淡水棲種が少ないことと対
応するように思える。
④Ｘ珪藻帯とＢｄ，Ａ－ａ花粉帯の下部
Ｂ－ｄ亜帯は，Ｂ－ｃ亜帯より，やや寒さが和らい
だと推定され,Ｂｃ亜帯より海水準が上昇したと
考えられるが，これは，Ｘ帯で淡水棲種が主で
あることと矛盾する。Ｘ帯とＢｄ亜帯について
は，氷河制約説では説明できず，今後の課題で
Ａ
．
Ｃ
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温和
冷 涼
温暖
やや寒冷
Ｂ
．
Ｃ
ｂ
ａ
冷 涼
やや寒冷
寒冷
やや寒冷
Ｚ
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淡水
Ｙ 海水
Ｘ 淡水
Ｗ 海水
Ｖ 淡水
Ｕ
ａ
β
γ
汽水
海水
海～汽水
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あろう。
Ａ､ａ亜帯は,Ｂ－ｄ亜帯より，若干寒かったと推
定され,Ａ－ａ亜帯より気温が低下したため,当時
の海水準の相対的位置も低下したと考えられる。
この海水準の低下は，繩文海進直前の小海退期
にあたり，Ｘ帯において，淡水棲種の出現率が
多く，海水棲種，汽水棲種が少ないことと対応
するように思える。
⑤Ｙ珪藻帯とA-b花粉帯
Ａ－ｂ亜帯は,繩文早期末から前期に相当し,温
暖な気候だったと推定され,Ａ－ａ亜帯より気温が
上昇したために,海水準の相対的位置も上昇し，
古河北入江は，海水に覆われたと考えられる。
これは，Ｙ帯において，海水棲種の出現率が高
いことと対応するように思える。この時期は，
繩文海進の主要部にあたると思われる。
⑥Ｚ－β珪藻帯とＡＣ花粉帯
A-c亜帯は,Ａ－ｂ亜帯より，冷涼であったと推
定され,Ａ－ｂ亜帯より気温が低下したために,当
時の海水準の相対的位置も低下したと考えられ
る。これは,Ｚ-β亜帯において，海水棲種の出現
率が低く，淡水棲種が高いことと対応するよう
に思える。この時期は，繩文中期から弥生時代
に相当し，繩文海進後の海退期にあたる。
⑦Ｚ－α珪藻帯とＡ－ｄ花粉帯
Ａ－ｄ亜帯は,A-c亜帯より，温和であったと推
定され,A-c亜帯より気温が上昇したために,当
時の海水準の相対的位置も上昇したと考えられ
る。これは,Ｚα亜帯において,海水棲種の出現
率が高く，淡水棲種が少ないことと対応する。
表３河北潟周辺の後氷期堆積物の編年
０菫
年
代．
2630（Ｂ,P.）
深0
度
⑪
１０
52602０
78903０
わ召１$雁 105204０
131505０
157806０
遥底層司砂礫臆
1841077０
21040？8０
23670？9０
と見られる砂礫層があり，この砂礫層を鍵層と
して,後氷期層の基底を追跡することができる。
この砂礫層の下位は,Wisconsin氷期の堆積物
を最上部とする地層とその下位の最新統，及び
新第三系よりなる。
Wisconsin氷期が終り,それに続く晩氷期と完
新世になると，気候が温暖となり，海水準が比俘
較的急速に上昇し,約8000年前の繩文早期花輪
台期頃になると，海水準も気候もほとんど現在
ぐらいになる。この海進は,約4700年前の繩文
前期末まで続くが，この海進は，世界的には，
FlandrianTransgressionの後半に対比され，
曰本では，繩文海進といわれている。
ところで，繩文海進が始まる以前の手取川扇
状地の形観についてみると，この著しい海進が
始まる以前の海水準が現在よりも100ｍ程度も低
かったために，当時の海岸線は現在のそれより
も，遙かに沖合まで広がっていた。この扇状地
をつくっていた砂礫層や淡水成泥薄層，及び腐
植土薄層などが後氷期堆積物の基底となってい
る。海進が始まると，この基底層の上位に，河
4．河北低地における後氷期の環境変化
河北低地一帯における数多くのボーリング資
料と，今回珪藻分析して得られた水質変化，及
び既に得られている花粉分析に基づく古気候の
変化とから，本地域における過去２万年間の後
氷期の環境の変化を，本地域における海水準の
変化に従って述べると次のようになる。すなわ
ち，深度５０～65ｍには，後氷期堆積物の基底層
藤・宮松：河北潟底第四紀末堆積物の珪藻群集と古環境解析 9５
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図４河北潟底後氷期堆積物の珪藻分析に基づく水質変化と年代の関係，及び海水準変動のカーブ
川によって運搬された砂や粘土などが堆積し，
後氷期層の下部層にあたる砂泥互層（含腐植土
薄層）をつくる。さらに，海進は進み，この海
進の途中10000～12000年前に,一時小海退が起
こる。この時期に形成された三角州をつくる砂
が，後氷期層の中部砂眉をつくる。この小海退
後，再び海進が始まり，5000年前の繩文前期関
山式ないし,諸磯式土器の頃の海進極頂期には，
現在よりも５ｍも高い海水準を示すまでになる。
この海進によって形成された古河北入江に広範
囲に亘って粘土やシルトが堆積し，後氷期層の
上部粘土層をつくる。この上部粘土層の堆積後，
海退が始まり，古河北入江は縮小し，海進期に
堆積した沿岸漂砂によって形成された砂州や砂
丘列，海退によって拡大した三角州の砂が堆積
し，後氷期層の上部砂層を形成した。この海退
は,現在より２ｍも低い海水準を示す様であった。
また，繩文海進と弥生海退の転換は，後氷期
層の上部砂層と上部粘土層の境とすることがで
きる。古墳期の小海進で現海水準に達する。
5．結 》銅
（１）河北潟底より得た全長約80ｍのボーリン
グ・コアについて，珪藻化石分析により，最近
2万年間の水質解析を行なった結果，Ｕ(α,β,γ）
V,Ｗ,Ｘ,Ｙ,Ｚ(α,β)のような９つの珪藻帯に分類
できた。
（２）各珪藻帯における水質解析の結果は，次
の様である。
①Ｕγ珪藻帯（深度76.75～79.25ｍ）は，
海水～汽水性であった。
②Ｕβ珪藻帯（深度73.00～76.75ｍ）は，
海水性であった。
③Ｕα珪藻帯（深度68.50～73.00ｍ）は，
汽水性であった。
④Ｖ珪藻帯(深度55.50～68.50ｍ)は，淡
水'性であった。
⑤Ｗ珪藻帯(深度47.00～55.50ｍ)は，海
水性であった。
⑥Ｘ珪藻帯(深度37.50～47.00ｍ)は，淡
水'性であった。
⑦Ｙ珪藻帯(深度17.00～37.50ｍ)は，海
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い水準であった。
⑦Ｚα亜帯(海水汽水性)とＡ－ｄ亜帯(温
和な気候）は対応すると思われ，この時期の海
水準は，現海水準より高い短時期もったが，殆
んどは，ほぼ同じ高さである。
水性であった。
⑧Ｚ－β珪藻帯（深度4.50～17.00ｍ）は，
淡水性であった。
⑨Ｚα珪藻帯（深度0～4.50ｍ）は，海水
～汽水性であった。
（３）化石花粉による成果との比較の結果は，
次の様である。
①Ｕ帯（海水汽水性）とＢａ亜帯（やや
寒い気候）とは，氷河制約説の視点からは対応
すると思われ，この時期の海水準は，現海水準
より８０ｍ以上も低かったらしい。
②Ｖ帯(淡水性）とＢ－ｂ亜帯(寒い気候）
は対応すると思われ，この時期の海水準は，停
滞または海退の傾向にあったと思われる。
③Ｗ帯（海水性）とＢｃ亜帯（やや寒い
気候）は対応すると思われ，この時期に海水準
は上昇の傾向にあったと思われる。
④Ｘ帯（淡水性）とＢｄ亜帯（冷涼な気
候)との関係は,定かではないが,Ｘ帯とＡ－ａ亜
帯（やや寒い気候）は対応すると思われ，この
時期の海水準は，停滞または下降の傾向にあっ
たと思われる。
⑤Ｙ帯（海水性）とＡ－ｂ亜帯（温暖な気
候)は対応すると思われ，この時期の海水準は，
上昇の傾向にあり，約8000年前には，現海水準
と同じ水準となり，約5000年前には，現海水準
より約5ｍも高い水準となった。
⑥Ｚβ亜帯（淡水性）とA-c亜帯（冷涼
な気候）は対応すると思われ，この時期の海水
準は下降の傾向にあり,現海水準より約2ｍも低
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